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１

「
索
敵
機
よ
り
受
信
！
」

　

第
二
艦
隊
旗き

艦か
ん

「
鳥

ち
ょ
う

海か
い

」
の
艦か

ん

橋き
ょ
うに
、
通
信
参
謀
中な

か

島じ
ま

親ち
か

孝た
か

少
佐
が
報
告
を
上
げ
た
。

　

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
日
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
北
西
部
に
位
置
す
る
リ
ン
ガ

エ
ン
湾
の
湾わ

ん

口こ
う

付
近
だ
。

「
鳥
海
」
の
周
囲
に
は
、
丈た

け

高た
か

い
艦
橋
と
太
く
長
い
主
砲
を

持
つ
第
三
戦
隊
の
戦せ

ん

艦か
ん

「
金こ

ん

剛ご
う

」「
榛は

る

名な

」
や
、「
鳥
海
」
と

共
に
第
四
戦
隊
を
編
成
す
る
姉
妹
艦
「
摩ま

耶や

」、
第
五
戦
隊

の
重
巡じ

ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

「
羽は

黒ぐ
ろ

」「
足あ

し

柄が
ら

」、
第
四
水
雷
戦
隊
の
軽
巡

洋
艦
「
那な

珂か

」
と
駆く

逐ち
く

艦か
ん

一
二
隻
が
展
開
し
て
い
る
。

　

開
戦
時
の
第
二
艦
隊
旗
艦
「
愛あ

た
ご宕
」
は
、
一
〇
月
二
五
日

の
ル
ソ
ン
沖
海
戦
で
損
傷
し
た
た
め
、
司
令
長
官
近こ

ん

藤ど
う

信の
ぶ

竹た
け

中
将
は
「
鳥
海
」
に
将

し
ょ
う

旗き

を
移
す
と
共
に
、
艦
隊
の
再
編

成
を
実
施
し
て
い
た
。

「『
敵
味
方
不
明
ノ
巡
三
、
駆
八
見
ユ
。
位
置
、〈
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
島
〉（
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
西
端
の
小
島
）
ヨ
リ
ノ
方
位
二
四

〇
度
、
五
〇
浬カ

イ
リ。
二フ

タ

二フ
タ

三サ
ン

六ロ
ク

（
現
地
時
間
二
一
時
三
六
分
）』。

『
足
柄
』
一
号
機
の
報
告
で
す
」

「
来
た
か
！
」

　

中
島
が
報
告
電
を
読
み
上
げ
る
と
、
艦
橋
の
空
気
が
張
り

詰
め
た
。

　

現
在
の
時
刻
は
二
三
時
一
七
分
（
現
地
時
間
二
二
時
一
七

分
）。
索
敵
機
が
報
告
電
を
打
っ
て
か
ら
、
四
一
分
が
経
過

し
て
い
る
。

　

発
見
さ
れ
た
艦
隊
が
、
最
大
戦
速
で
突
進
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
二
〇
浬
は
進
ん
だ
計
算
だ
。
敵
は
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾

口
ま
で
三
〇
浬
と
迫
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

近
藤
は
、
湾
内
に
視
線
を
向
け
た
。

　

こ
の
日
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
は
、
日
本
陸
軍
第
二
五
軍
が

上
陸
し
、
海
岸
に
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

を
築き

ず

き
つ
つ
あ
る
。

　

上
陸
に
際
し
て
は
、
米
軍
の
激
し
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ
た

が
、
案
に
相そ

う

違い

し
て
海
岸
で
の
反
撃
は
な
く
、
第
二
五
軍
は
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無む

血け
つ

で
上
陸
し
た
の
だ
。

「
ル
ソ
ン
沖
海
戦
に
お
け
る
米
ア
ジ
ア
艦
隊
の
敗
北
が
、
米

陸
軍
部
隊
の
戦
意
を
喪そ

う

失し
つ

さ
せ
た
の
だ
ろ
う
」

　

と
、
近
藤
は
考
え
て
い
る
。

　

開
戦
時
、
米
ア
ジ
ア
艦
隊
に
は
九
隻
も
の
戦
艦
が
配
備
さ

れ
、
ル
ソ
ン
島
周
辺
に
睨に

ら

み
を
利き

か
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
世
界
最
強
の
火
力
を
誇ほ

こ

る
サ
ウ
ス
・

ダ
コ
タ
級
戦
艦
六
隻
が
含
ま
れ
て
お
り
、
帝
国
海
軍
の
戦
艦

が
束た

ば

に
な
っ
て
も
、
か
な
わ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ

れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
軍
は
、
機
動
部
隊
と
基
地
航
空
隊
の
航
空

攻
撃
、
及
び
第
二
艦
隊
の
夜や

襲し
ゅ
う
に
よ
っ
て
、
敵
戦
艦
二
隻

を
撃
沈
し
、
四
隻
を
撃
破
し
た
。

　

米
ア
ジ
ア
艦
隊
の
戦
艦
の
う
ち
、
三
分
の
二
を
戦
列
か
ら

落ら
く

伍ご

さ
せ
た
の
だ
。

　

海
戦
終
了
後
、
ア
ジ
ア
艦
隊
は
、
母
港
と
し
て
い
た
マ
ニ

ラ
湾
の
キ
ャ
ビ
テ
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。

「
ア
ジ
ア
艦
隊
の
残
存
部
隊
が
、
第
二
五
軍
の
上
陸
を
阻そ

止し

す
る
た
め
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
突
入
し
て
来
る
可
能
性
が
あ

る
」

　

第
二
艦
隊
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
危き

惧ぐ

は
、

日
没
後
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
だ
。

　

巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
を
合
わ
せ
て
一
一
隻
の
小
部
隊
だ
が
、

上
陸
直
後
の
第
二
五
軍
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
脅

き
ょ
う

威い

だ
。

　

将
兵
は
ほ
と
ん
ど
上
陸
を
終
え
た
が
、
補
給
物
資
の
揚よ

う

陸り
く

は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

　

輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

を
撃
沈
さ
れ
、
補
給
物
資
を
喪
失
す
れ
ば
、
マ
ニ

ラ
へ
の
進
撃
は
不
可
能
に
な
る
。

「
敵
艦
隊
の
湾
内
突
入
を
、
断だ

ん

固こ

阻
止
す
る
。
船
団
に
も
、

上
陸
部
隊
に
も
、
指
一
本
触
れ
さ
せ
ぬ
」

「
や
り
ま
す
か
、
長
官
！
」

　

宣せ
ん

言げ
ん

す
る
よ
う
な
近
藤
の
言
葉
を
受
け
、
参
謀
長
白し

ら

石い
し

万か
ず

隆た
か

少
将
が
意い

気き

込ご

ん
だ
様
子
で
叫さ

け

ん
だ
。

　

八
日
前
、
米
軍
最
強
の
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
級
戦
艦
と
戦
っ

た
と
き
の
闘
志
が
甦

よ
み
が
え

っ
た
よ
う
だ
。

　

近
藤
は
、
野の

太ぶ
と

い
声
で
下か

令れ
い

し
た
。
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「
合か

っ

戦せ
ん

準
備
。
夜や

戦せ
ん

に
備
え
！
」

２

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
第Ｔ

Ｆ

１

４

一
四
任
務
部
隊
は
、
旗
艦
「
ヘ

レ
ナ
」
を
先
頭
に
単た

ん

縦じ
ゅ
う

陣じ
ん

を
組
み
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
の

北
西
岸
か
ら
北
岸
へ
と
回
り
込
み
つ
つ
あ
っ
た
。

　

合
衆
国
が
中
国
の
国こ

く

民み
ん

党と
う

政
府
と
協
定
を
結
ん
で
、
軍
を

駐ち
ゅ
う

留り
ゅ
うさ
せ
て
い
た
海か

い

南な
ん

島と
う

に
、
ア
ジ
ア
艦
隊
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
た
分ぶ

ん

遣け
ん

隊た
い

だ
。

　

開
戦
前
は
南
シ
ナ
海
封ふ

う

鎖さ

の
一い

ち

翼よ
く

を
担に

な

い
、
海
南
島
周
辺

の
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
一
〇
月
二
五
日
の
リ
ン
ガ
エ

ン
湾
海
戦
、
マ
ニ
ラ
湾
口
海
戦
（
両
者
と
も
、
ル
ソ
ン
沖
海
戦

の
米
側
公
称
。
米
海
軍
で
は
二
つ
の
海
戦
と
認
識
し
て
い
る
）

に
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
巡
る
情
勢
は
一い

っ

変ぺ
ん

し
た
。

　

南
シ
ナ
海
の
海
上
交
通
路
を
遮し

ゃ

断だ
ん

し
、
日
本
を
締
め
上
げ

る
は
ず
が
、
逆
に
合
衆
国
領
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
脅お

び
やか
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｆ
14
は
日
本
軍
の
ル
ソ
ン
島
上
陸
を
阻
止
す
べ
く
、
海

南
島
三さ

ん

亜あ

港こ
う

か
ら
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
急
行
し
た
の
だ
っ
た
。

（
合
衆
国
艦
隊
が
、
劣れ

っ

勢せ
い

を
強し

い
ら
れ
る
と
は
）

　

Ｔ
Ｆ
14
司
令
官
ボ
ブ
・
ル
ー
プ
少
将
に
は
、
そ
の
悔く

や

し
さ

が
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
艦
隊
司
令
長
官
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
大
将
は
、

「
連

コ
ン
バ
イ
ン
ド
・
フ
リ
ー
ト

合
艦
隊
な
ど
、
ア
ジ
ア
艦
隊
に
配
備
さ
れ
た
九
隻
の

戦
艦
だ
け
で
圧
倒
で
き
る
」

　

と
豪ご

う

語ご

し
て
お
り
、
ル
ー
プ
も
そ
の
言
葉
を
信
じ
た
。

　

そ
の
ア
ジ
ア
艦
隊
の
堂ど

う

々ど
う

た
る
勇
姿
は
、
マ
ニ
ラ
湾
か
ら

消
え
た
。
ル
ソ
ン
島
を
放
棄
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
に
避ひ

退た
い

し
た
の
だ
。

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
に
潜ひ

そ

む
沿コ

ー
ス
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

岸
監
視
部
隊
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
船
団
を
護
衛
し
て
い
る
日
本
艦
隊
は
、
金コ

ン
ゴ
ウ
・
タ
イ
プ

剛
型
の
戦

艦
が
二
隻
に
重
巡
が
四
隻
、
駆
逐
艦
が
一
〇
隻
以
上
だ
。

　

Ｔ
Ｆ
14
の
兵
力
は
、
軽
巡
洋
艦
三
隻
、
駆
逐
艦
八
隻
。

　

軽
巡
は
一
五
・
二
セ
ン
チ
三
連
装
砲
五
基
を
装
備
す
る
セ

ン
ト
ル
イ
ス
級
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
級
で
あ
り
、
二
〇
・
三
セ
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ン
チ
砲
装
備
の
重
巡
が
相
手
で
も
互ご

角か
く

に
戦
え
る
艦
だ
が
、

戦
艦
が
相
手
で
は
分ぶ

が
悪わ

る

過す

ぎ
る
。

「
軽
巡
三
隻
が
、
危
険
な
役
を
引
き
受
け
る
以
外
に
な
い
」

　

ル
ー
プ
は
、
幕ば

く

僚り
ょ
うた
ち
に
作
戦
方
針
を
説
明
し
て
い
る
。

　

軽
巡
が
囮お

と
りと
な
っ
て
戦
艦
、
重
巡
を
引
き
つ
け
、
駆
逐
艦

八
隻
を
突
入
さ
せ
る
の
だ
。

　

艦
体
が
小
さ
く
、
足
が
速
い
駆
逐
艦
な
ら
、
闇や

み

に
紛ま

ぎ

れ
て

突
入
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

手
持
ち
の
戦
力
で
、
戦
艦
二
隻
を
擁よ

う

す
る
日
本
艦
隊
に
立

ち
向
か
う
に
は
、
他
に
方
法
が
な
か
っ
た
。

「
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
。
方
位
一
五
度
、
一
万
七
〇
〇
〇
ヤ
ー

ド
！
」

　

時
計
の
針
が
〇
時
を
回
っ
た
直
後
、
レ
ー
ダ
ー
マ
ン
か
ら

報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

今
年
装
備
さ
れ
た
Ｓ
Ｇ
対
水
上
レ
ー
ダ
ー
が
、
日
本
艦
隊

を
捉と

ら

え
た
の
だ
。

「
全
艦
、
主
砲
左
砲
戦
」

「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
を
背
に
し
て
進
め
」

　

ル
ー
プ
は
、
二
つ
の
命
令
を
下
し
た
。

　

陸
地
を
背
に
す
る
こ
と
で
、
影か

げ

の
中
に
隠か

く

れ
る
の
だ
。

　

マ
ニ
ラ
湾
口
海
戦
で
は
、
戦
艦
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
」
が
こ

の
手
を
用も

ち

い
、
日
本
艦
隊
を
一
時
的
に
後
退
さ
せ
た
と
の
情

報
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
日
の
月げ

つ

齢れ
い

は
一
四
。
夜
空
か
ら
は
、
煌こ

う

々こ
う

た
る
満
月
の
光
が
海
面
に
降
り
注
い
で
い
る
。

　

こ
の
気
象
条
件
で
、
島
影
に
隠
れ
る
戦
術
が
ど
こ
ま
で
有

効
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
面お

も

舵か
じ

五
度
」

「
面
舵
五
度
！
」

「
ヘ
レ
ナ
」
艦
長
ギ
ル
バ
ー
ト
・
Ｃ
・
フ
ー
バ
ー
大
佐
が
命

じ
、
航
海
長
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
中
佐
が
操そ

う

舵だ

室

に
指
示
を
送
る
。

「
ヘ
レ
ナ
」
が
艦
首
を
僅わ

ず

か
に
右
へ
と
振
り
、
レ
ー
ダ
ー
マ

ン
が
「『
ボ
イ
ス
』『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
』
面
舵
」
と
、

僚り
ょ
う

艦か
ん

の
動
き
を
報し

ら

せ
て
来
る
。

「
敵
艦
、
接
近
し
ま
す
。
方
位
一
〇
度
、
距
離
一
万
四
〇
〇



14

〇
ヤ
ー
ド
」

「
艦
長
よ
り
砲
術
、
敵
艦
は
視
認
で
き
る
か
？
」

　

レ
ー
ダ
ー
マ
ン
の
新
た
な
報
告
を
受
け
、
フ
ー
バ
ー
が
砲

術
長
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
イ
ズ
中
佐
に
聞
い
た
。

　

本
国
で
は
レ
ー
ダ
ー
照
準
射
撃
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
実
用
段
階
に
は
達
し
て
い
な
い
。

　

レ
ー
ダ
ー
の
用
途
は
目
標
の
発
見
だ
け
で
あ
り
、
砲
撃
は

従
来
の
光
学
照
準
に
頼
っ
て
い
る
。

「
視
認
で
き
ま
せ
ん
」

「
了
解
し
た
」

　

ヘ
イ
ズ
の
答
え
に
、
フ
ー
バ
ー
は
ご
く
短
く
返
答
す
る
。

「
ヘ
レ
ナ
」
の
前
甲
板
で
は
、
三
基
の
一
五
・
二
セ
ン
チ
三

連
装
砲
塔
が
左さ

舷げ
ん

側
に
向
け
ら
れ
、
九
門
の
砲
身
に
仰

ぎ
ょ
う

角か
く

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
発
当
た
り
の
破
壊
力
で
は
、
戦
艦
の
三
五
・
六
セ
ン
チ

主
砲
、
重
巡
の
二
〇
・
三
セ
ン
チ
主
砲
に
及
ば
な
い
が
、
発

射
間
隔
は
六
秒
と
い
う
速
射
性
能
を
誇
る
。

　

夜
間
の
近
距
離
砲
戦
で
は
、
速
射
性
能
が
も
の
を
言
う
。

「
ヘ
レ
ナ
」
以
下
の
一
一
隻
は
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
の
北
岸

に
沿
っ
て
前
進
し
て
行
く
。

　

彼ひ

我が

共
に
、
発
砲
は
な
い
。

　

満
月
の
光
が
あ
る
と
は
い
え
、
互
い
に
視
界
の
範
囲
外
だ
。

「
ヘ
レ
ナ
」
の
レ
ー
ダ
ー
だ
け
が
、
日
本
艦
隊
の
動
き
を
探

知
し
て
い
る
。

「
対
空
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
。
左
七
五
度
、
高
度
三
五
〇
〇
フ

ィ
ー
ト
」

　

今
度
は
、
Ｃ
Ｘ
Ａ
Ｍ
対
空
レ
ー
ダ
ー
を
担
当
す
る
レ
ー
ダ

ー
マ
ン
が
報
告
を
上
げ
た
。

「
撃
ち
ま
す
か
？
」

「
様
子
を
見
る
。
各
艦
に
も
、
発
砲
を
控
え
る
よ
う
伝
え
よ
」

　

参
謀
長
ロ
ニ
ー
・
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
中
佐
の
問
い
に
、
ル

ー
プ
は
か
ぶ
り
を
振
っ
た
。

　

数
分
後
、
爆
音
が
聞
こ
え
始
め
た
。

　

機
数
は
一
機
だ
け
の
よ
う
だ
。
日
本
艦
隊
か
ら
放
た
れ
た

観
測
機
か
も
し
れ
な
い
。

　

爆
音
が
、「
ヘ
レ
ナ
」
の
頭
上
を
左
か
ら
右
に
通
過
す
る
。



ア
メ
リ
カ
海
軍
 C
L-5
0
 軽
巡
洋
艦
「
ヘ
レ
ナ
」

全
長
 

185.5m
最
大
幅
 

18.8m
基
準
排
水
量
 

10,000ト
ン

主
機
 

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
 4基
／
4軸

出
力
 

100,000馬
力

速
力
 

33.0ノ
ッ
ト

兵
装
 

15.2cm
 47口

径
 3連
装
砲
 5基
 15門

 
12.7cm

 38口
径
 連
装
両
用
砲
 4基
 8門

 
20m
m
 単
装
機
銃
 12丁

乗
員
数
 

888名
同
型
艦
 

C
L
-49セ

ン
ト
ル
イ
ス

　
米
国
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
の
段
階
で
「
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
戦
艦
10隻
、
巡
洋
戦
艦
６
隻
か
ら
な
る
強
大
な
艦

隊
を
す
で
に
完
成
さ
せ
て
い
た
。
一
方
で
、
こ
の
戦
艦
部
隊
の
維
持
に
は

莫
大
な
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
な
ど
他
の
艦
種
に

宛
て
ら
れ
る
予
算
は
圧
縮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
本
艦
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
級
軽
巡
洋
艦
の
２
番
艦
で
、
日
本
の
「
最
上
型

巡
洋
艦
」
に
対
抗
す
べ
く
開
発
さ
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
級
の
準
同
型
艦
だ

が
、
い
ま
だ
本
艦
を
含
め
、
同
型
艦
２
艦
の
み
の
建
造
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
級
は
、
被
弾
の
際
に
弱
点
と
な
る
航
空
兵
装
を
艦
尾
の
集

中
防
御
区
画
外
に
配
置
す
る
な
ど
、
徹
底
的
に
艦
体
防
御
を
重
視
し
た
設

計
で
知
ら
れ
る
が
、
本
級
も
そ
の
設
計
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で

機
関
の
配
置
を
シ
フ
ト
配
置
に
変
更
し
、
よ
り
抗
堪
性
を
高
め
て
い
る
。

　
対
水
上
レ
ー
ダ
ー
、
対
空
レ
ー
ダ
ー
も
装
備
し
て
お
り
、
警
戒
監
視
か

ら
対
空
防
衛
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
担
え
る
万
能
艦
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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一い
っ

旦た
ん

遠
ざ
か
っ
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
戻
っ
て
来
る
。

　

Ｔ
Ｆ
14
の
所し

ょ

在ざ
い

を
疑
い
、
位
置
を
突
き
止
め
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
だ
。

「
敵
機
の
高
度
下
が
り
ま
す
。
現
在
、
三
〇
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
！
」

　

レ
ー
ダ
ー
マ
ン
が
緊
張
し
た
声
で
報
告
し
た
と
き
、
他
艦

が
行
動
を
起
こ
し
た
。

　

後
部
か
ら
砲
声
が
届
き
、
後
部
見み

張は
り

員い
ん

の
「『
ボ
イ
ス
』

発
砲
！
」
の
報
告
が
、
そ
れ
に
続
い
た
。

「
ボ
イ
ス
」
の
発
砲
は
、
一
発
だ
け
に
留と

ど

ま
ら
な
い
。
砲
声

は
、
二
度
、
三
度
と
連
続
す
る
。

　

右う

舷げ
ん

側
―
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
の
上
空
に
、
一
二
・
七
セ

ン
チ
両
用
砲
弾
の
爆
発
光
が
見
え
る
。

　

や
が
て
、
一ひ

と

際き
わ

大
き
な
爆
発
光
が
閃ひ

ら
めき
、
爆
炎
が
周
囲
の

闇
を
吹
き
払
っ
た
。

　

炎
の
塊

か
た
ま
りが
地
上
に
落
下
し
、
周
囲
が
赤あ

か

々あ
か

と
染
ま
る
。

「
ボ
イ
ス
」
が
撃
墜
し
た
敵
機
の
火
災
炎
だ
。

　

ル
ー
プ
は
、
左
舷
側
に
視
線
を
転
じ
た
。

　

日
本
艦
隊
も
、
Ｔ
Ｆ
14
が
島
影
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
は
察

知
し
た
は
ず
だ
。
今
に
も
、
戦
艦
、
重
巡
の
主
砲
が
火
を
噴

く
か
も
し
れ
な
い
。

「
新
た
な
敵
機
が
接
近
。
左
四
〇
度
、
及
び
一
五
〇
度
。
高

度
三
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
！
」

「
敵
艦
接
近
。
距
離
一
万
一
〇
〇
〇
ヤ
ー
ド
！
」

　

二
つ
の
報
告
が
続
け
ざ
ま
に
飛
び
込
ん
で
か
ら
一
〇
秒
ほ

ど
が
経
過
し
た
と
き
、
敵
機
の
爆
音
が
迫
っ
た
。

「
ヘ
レ
ナ
」
の
頭
上
を
右
方
に
抜
け
た
直
後
、
右
舷
上
空
の

二
箇
所
に
青
白
い
光
源
が
出
現
し
た
。

　

敵
機
が
、
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

を
投
下
し
た
の
だ
。

　

お
ぼ
ろ
げ
な
光
は
、「
ヘ
レ
ナ
」
の
右
舷
側
か
ら
差
し
込

ん
で
い
る
。
敵
艦
隊
に
は
、「
ヘ
レ
ナ
」
の
艦
影
が
、
影か

げ

絵え

の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
る
は
ず
だ
。

　

左
舷
側
海
面
に
発
射
炎
が
閃
き
、
敵
の
艦
影
が
瞬
間
的
に

浮
か
び
上
が
っ
た
。

「
砲
術
よ
り
艦
橋
。
敵
は
戦
艦
二
！ 

金コ
ン
ゴ
ウ
・
タ
イ
プ

剛
型
！
」

　

ヘ
イ
ズ
砲
術
長
の
叫
び
声
に
、
敵
弾
の
飛
翔
音
が
重
な
る
。
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「
第Ｄ

Ｄ

Ｇ

１

０

４

、

１

０

５

一
〇
四
、
一
〇
五
駆
逐
隊
、
突
撃
せ
よ
！
」

「
目
標
、
左
舷
正せ

い

横お
う

の
敵
戦
艦
。
第

Ｃ

Ｄ

５

五
巡
洋
艦
戦
隊
、
星せ

い

弾だ
ん

撃
て
！
」

　

ル
ー
プ
は
、
二
つ
の
命
令
を
続
け
ざ
ま
に
発
し
た
。

「
ヘ
レ
ナ
」
の
左
舷
側
に
発
射
炎
が
閃
き
、
砲
声
が
甲
板
上

を
駆
け
抜
け
た
。

　

各
砲
塔
一
門
ず
つ
、
合
計
五
門
の
一
五
・
二
セ
ン
チ
主
砲

が
、
星
弾
を
放
っ
た
の
だ
。

　

直
後
、
敵
弾
が
轟ご

う

音お
ん

と
共
に
飛
来
し
た
。

　

飛
翔
音
が
「
ヘ
レ
ナ
」
の
頭
上
を
通
過
し
、
右
舷
側
の
海

面
に
巨
大
な
水
柱
が
奔ほ

ん

騰と
う

す
る
と
共
に
、
敵
弾
炸さ

く

裂れ
つ

の
爆
炎

が
湧
き
出
し
た
。

　

敵
戦
艦
の
射
弾
の
う
ち
、
一
発
が
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
島
の
海

岸
に
、
他
は
「
ヘ
レ
ナ
」
の
右
舷
側
海
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
落

下
し
た
の
だ
。

「『
ボ
イ
ス
』
の
右
舷
側
に
弾
着
！
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
１
０
４
、
１
０
５
、
突
撃
し
ま
す
！
」

　

後
部
見
張
員
と
レ
ー
ダ
ー
マ
ン
の
報
告
が
、
前
後
し
て
届

い
た
。

　

数
秒
後
、
左
舷
側
の
空
に
橙

だ
い
だ
い

色い
ろ

の
光
源
が
多
数
出
現
し
、

お
ぼ
ろ
げ
な
光
が
敵
の
艦
影
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

双そ
う

眼が
ん

鏡き
ょ
う
だ
け
で
は
、
艦
型
の
識
別
は
難
し
い
が
、
中
央

に
塔と

う

の
よ
う
な
艦
橋
が
そ
そ
り
立
つ
様さ

ま

が
見
て
取
れ
る
。

　

仏ぶ
っ

塔と
う

を
想
起
さ
せ
る
た
め
、
合
衆
国
海
軍
で
は「
パ
ゴ
ダ・

マ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
、
日
本
戦
艦
に
特
有
の
艦
橋
だ
。

　

先
に
ヘ
イ
ズ
が
報
告
し
た
、
コ
ン
ゴ
ウ
・
タ
イ
プ
に
間
違

い
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
ゴ
ウ
・
タ
イ
プ
の
艦
上
に
、
新
た
な
発
射
炎
が
閃
い

た
。
星
弾
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、
強
烈
な
閃せ

ん

光こ
う

だ
。

　

ル
ー
プ
も
、
大だ

い

音お
ん

声じ
ょ
うで
下
令
し
た
。

「
目
標
、
左
舷
側
の
敵
戦
艦
。
Ｃ
Ｄ
５
、
砲
撃
始
め
！
」

３

「
五
戦
隊
よ
り
入
電
。『
敵
駆
逐
艦
、
貴
方
ニ
向
カ
フ
。
〇マ

ル

一ヒ
ト

二フ
タ

六ロ
ク

（
現
地
時
間
〇
時
二
六
分
）』」
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「
読
み
通
り
だ
な
」

　

中
島
親
孝
通
信
参
謀
の
報
告
を
受
け
、
近
藤
信
竹
第
二
艦

隊
司
令
長
官
は
白
石
万
隆
参
謀
長
と
頷う

な
ずき
合
っ
た
。

「
敵
の
狙ね

ら

い
は
、
第
二
五
軍
の
ル
ソ
ン
上
陸
阻
止
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
足
が
速
く
、
闇
に
紛
れ
て
行
動
し
や
す
い

駆
逐
艦
を
、
船
団
に
突
っ
込
ま
せ
て
来
る
可
能
性
が
高
い
」

　

近
藤
は
そ
の
よ
う
に
判
断
し
、
自
身
の
直じ

き

率そ
つ

戦
隊
で
あ
る

第
四
戦
隊
の「
鳥
海
」「
摩
耶
」、
第
四
水
雷
戦
隊
の
軽
巡「
那

珂
」、
駆
逐
艦
一
二
隻
を
、
輸
送
船
団
の
近
く
で
待
機
さ
せ

た
の
だ
。

　

湾
口
付
近
で
は
、
閃
光
が
繰
り
返
し
明
滅
し
、「
鳥
海
」

の
艦
上
に
砲
声
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

　

三
戦
隊
の
「
金
剛
」「
榛
名
」、
五
戦
隊
の
「
羽
黒
」「
足
柄
」

が
、
敵
巡
洋
艦
と
砲
火
を
交
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
砲
術
よ
り
艦
橋
。
敵
駆
逐
艦
、
本
艦
の
右
六
〇
度
、
距
離

一ヒ
ト

〇マ
ル

〇マ
ル

（
一
万
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

艦
橋
ト
ッ
プ
の
射
撃
指
揮
所
か
ら
、
報
告
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

月
齢
一
四
の
月
明
か
り
の
下
と
あ
っ
て
、
距
離
一
万
で
目

標
を
視
認
し
た
よ
う
だ
。

「
長
官
、
砲
戦
距
離
の
御
指
示
願
い
ま
す
」

　

白
石
の
求
め
に
、
近
藤
は
即
答
せ
ず
、「
鳥
海
」
艦
長
渡わ

た

辺な
べ

清せ
い

七し
ち

大
佐
の
意
見
を
求
め
た
。

「
艦
長
、
ど
れ
ぐ
ら
い
で
行
け
る
？
」

「
本
艦
と『
摩
耶
』で
あ
れ
ば
、
八ハ

チ

〇マ
ル（

八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

で
や
れ
る
と
思
い
ま
す
」

「
よ
し
、
四
戦
隊
は
砲
戦
距
離
八ハ

チ

〇マ
ル

。
四
水
戦
は
六ロ

ク

〇マ
ル

」

　

近
藤
は
断だ

ん

を
下
し
た
。

　

引
き
つ
け
て
か
ら
一い

っ

斉せ
い

に
砲
撃
を
浴
び
せ
た
方
が
、
よ
り

多
く
の
敵
駆
逐
艦
を
撃
沈
で
き
る
が
、
距
離
を
詰
め
ら
れ
れ

ば
、
雷
撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。

「
鳥
海
」「
摩
耶
」
は
、
先
行
し
て
砲
撃
す
る
と
決
め
た
。

「
鳥
海
」
の
通
信
室
か
ら
、「
四
戦
隊
、
砲
戦
距
離
八ハ

チ

〇マ
ル

。

四
水
戦
、
砲
戦
距
離
六ロ

ク

〇マ
ル

」
の
命
令
電
が
飛
ぶ
。

「
鳥
海
」
の
前
甲
板
で
は
、
二
〇
・
三
セ
ン
チ
連
装
砲
塔
三

基
が
右
舷
側
に
向
け
ら
れ
、
六
門
の
砲
身
が
仰
角
を
か
け
て

い
る
。
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後
続
す
る
「
摩
耶
」
や
、
四
水
戦
の
各
艦
も
同
じ
だ
。

「
敵
距
離
八ハ

チ

〇マ
ル

！
」

「
四
戦
隊
、
砲
撃
始
め
！
」

　

報
告
が
入
る
や
、
近
藤
は
大
声
で
下
令
し
た
。

　

既
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
ほ
と
ん
ど
間
を

置
か
ず
に
、「
鳥
海
」
の
右
舷
側
に
真
っ
赤
な
火か

焔え
ん

が
ほ
と

ば
し
り
、
砲
声
が
夜や

気き

を
震ふ

る

わ
せ
た
。

　

発
射
の
反
動
は
、
艦
橋
に
も
伝
わ
っ
て
来
る
。
下し

た

腹は
ら

を
突

き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
衝
撃
だ
。

　

後
方
か
ら
も
砲
声
が
伝
わ
り
、

「『
摩
耶
』
撃
ち
方
始
め
ま
し
た
！
」

　

後
部
見
張
員
が
、
僚
艦
の
動
き
を
報
告
す
る
。

「
鳥
海
」「
摩
耶
」
共
に
、
各
砲
塔
一
門
ず
つ
の
交
互
撃
ち

方
だ
。
二
艦
合
計
一
〇
発
の
二
〇
・
三
セ
ン
チ
砲
弾
が
敵
駆

逐
艦
へ
と
飛
翔
す
る
。

　

初
弾
命
中
を
期
待
す
る
が
、
直
撃
弾
の
爆
炎
は
な
い
。

　

敵
駆
逐
艦
も
「
鳥
海
」「
摩
耶
」
の
発
射
炎
を
認
め
た
で

あ
ろ
う
が
、
依い

然ぜ
ん

突
撃
を
続
け
て
い
る
。

「
鳥
海
」「
摩
耶
」
が
第
二
射
を
放
つ
。

　

こ
の
日
二
度
目
の
砲
声
が
轟と

ど
ろく
。
各
砲
塔
の
二
番
砲
か
ら
、

二
艦
合
計
一
〇
発
の
射
弾
が
飛
ぶ
が
、
全
て
闇
の
中
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
消
え
た
だ
け
だ
。

「
長
官
、
照

し
ょ
う

射し
ゃ

射
撃
を
使
い
ま
す
」

「
よ
か
ろ
う
」

　

渡
辺
の
具ぐ

申し
ん

を
受
け
、
近
藤
は
即
答
し
た
。

　

探た
ん

照し
ょ
う

灯と
う

を
照
射
す
れ
ば
、
命
中
率
が
上
が
る
反
面
、
そ

の
艦
は
敵
の
集
中
砲
火
を
浴
び
る
危
険
が
あ
る
。

　

だ
が
、
敵
は
小
口
径
砲
し
か
持
た
な
い
駆
逐
艦
だ
。「
鳥

海
」
が
致
命
傷
を
受
け
る
恐
れ
は
少
な
い
。

「
目
標
、
右
六
〇
度
の
敵
艦
。
照
射
始
め
！
」

　

渡
辺
が
、
大
音
声
で
下
令
し
た
。

　

艦
橋
の
後
方
か
ら
、
九
六
式
一
一
〇
セ
ン
チ
探
照
灯
の
白

い
光
が
闇
を
貫つ

ら
ぬ
い
た
。「
鳥
海
」
と
敵
艦
の
間
に
、
白
い
光

の
橋
が
渡
さ
れ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

数
秒
後
、「
鳥
海
」
が
第
三
射
を
放
ち
、「
摩
耶
」
も
続
い

た
。
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二
艦
合
計
一
〇
発
の
二
〇
・
三
セ
ン
チ
砲
弾
が
飛
び
、
探

照
灯
の
光こ

う

芒ぼ
う

の
中
に
、
奔
騰
す
る
水
柱
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

水
柱
が
崩
れ
た
と
き
、
敵
艦
が
湧
き
立
つ
黒
煙
に
包
ま
れ

て
い
る
様
が
見
え
た
。

「
よ
し
！
」

　

近
藤
は
、
右
手
の
拳こ

ぶ
しを
打
ち
振
っ
た
。

「
鳥
海
」
と
「
摩
耶
」
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方

が
直
撃
弾
を
得
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
第
四
戦
隊
は

探
照
灯
の
点
灯
後
、
最
初
の
砲
撃
で
直
撃
弾
を
得
た
の
だ
。

　

探
照
灯
が
旋
回
し
、
新
た
な
目
標
が
光
の
中
に
浮
か
び
上

が
る
。

「
鳥
海
」
が
新
目
標
へ
の
第
一
射
を
放
ち
、「
摩
耶
」
も
続
く
。

「
鳥
海
」
の
周
囲
に
も
、
敵
弾
落
下
の
飛し

ぶ
き沫
が
噴
き
上
が
り

始
め
た
。

　

敵
駆
逐
艦
が
探
照
灯
の
光
源
を
目
標
に
、
砲
撃
を
開
始
し

た
の
だ
。

　

早
く
も
、
一
発
が
命
中
し
た
ら
し
い
。
艦
の
後
部
か
ら
、

炸
裂
音
と
衝
撃
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

　

新
目
標
―
敵
二
番
艦
の
周
囲
に
弾
着
の
水
柱
が
噴
き
上

が
っ
た
直
後
、「
鳥
海
」
の
後
方
か
ら
、
太た

い

鼓こ

を
乱
打
す
る

よ
う
な
砲
声
が
届
い
た
。

「『
那
珂
』
撃
ち
方
始
め
ま
し
た
。
続
い
て
駆
逐
艦
、
撃
ち

方
始
め
ま
し
た
！
」

　

後
部
見
張
員
が
、
状
況
を
報
告
す
る
。

　

四
水
戦
司
令
官
の
西に

し

村む
ら

祥し
ょ
う

治じ

少
将
は
、
敵
と
の
距
離
が

六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
詰
ま
っ
た
と
判
断
し
、
砲
撃
に
踏

み
切
っ
た
の
だ
。

「
敵
二
番
艦
、
火
災
！ 

速
力
低
下
！
」

「
照
射
目
標
を
三
番
艦
に
変
更
！
」

　

砲
術
長
外と

山や
ま

稔み
の
る

中
佐
の
報
告
を
受
け
、
渡
辺
が
下
令
す

る
。

「
鳥
海
」
の
探
照
灯
が
、
新
目
標
を
照
ら
し
出
す
。

　

こ
の
直
前
ま
で
、
照
射
し
て
い
た
敵
二
番
艦
は
、
炎
を
背せ

負お

っ
た
よ
う
な
有あ

り

様さ
ま

に
な
り
、
海
上
に
姿
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。

　

敵
三
番
艦
の
周
囲
に
、
多
数
の
飛
沫
が
上
が
る
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




